ことぶきで暮らす人々あれこれ　④
むらた

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっ),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷりゅう),風流)なひと（またまた長いけどお付き合いを）

　寿福祉センターが開所して間もなく相談室の椅子に下駄履きの人がどっしりと座った。大きな太鼓腹がシャツのボタンがはまらなくて半分はみ出している。頭はつるつる海坊主。顔はまん丸で目は顔の中に埋もれている。表情は柔和で笑うとえくぼが出来て穢れない子どものよう。思わず見とれてしまった。

　彼は突然言った「ここは（寿地区・以下寿と略す）初めてなんだろ。どんな感じがした。寿について教えてやろう。」

このことは、彼の人となりが理解できた頃になって、彼の好意そのものだったと理解できるのだが、当時、意気盛んで何かしたくて仕方がなかった僕は、その言い方が気に入らず、心中「僕の体験を通して知ることだ。余計なお世話だ。」とカチンと来たものだから、その後はもう対話にならなかった。後に彼は、「向こうっ気の強い奴と思った」と苦笑いしていたけれど、恥ずかしく思い出されることだ。

　僕は、仕事の後も寿に残り、ドヤの中で労働者や母親や子どもたちと過ごしていた。

寿には様々な問題があって、問題の解決を願う労働者と僕のような仕事（ソーシャルワーカー）をしている者たちが集まって話す場があった。時々、町に呼びかけて広場で青空集会をした。彼は、町の問題を話す場には必ず参加してきた。長いお付き合いが始まった。

彼は、横浜港のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うわがた),上肩)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おきなかし),沖中士)ともいう）だった。上肩は倉庫や岸壁の荷物を船（艀=EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・),は)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),しけ)と言う）に、艀の荷物を岸壁や倉庫に「肩に担いで」積み込み、積み下ろす労働者である。そのため単に「肩」とも言った。上肩は港が機械化される以前の港湾労働者の花形だった。艀と岸壁の間は「あゆみ」と呼ばれる板一枚で結ばれ、上肩は、重い荷を担いで往復するのである。その「あゆみ」は大きくしなう。そのしなりをうまく利用して重い荷もリズムよく軽やかに運ぶのだ。リズムが狂うとあゆみの反動で投げ飛ばされて荷物ごと海中に落下という大恥をかくことになる。上肩たちは誇りを持っていた。誰でもが出来ることではない。上肩は重労働だから、艀には塩が盛大に用意されていて、上肩たちは、わしづかみにほおばりながら働き、汗はたちまち塩になり身体にこびりついたという。彼はノドが良かったから仲間にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),請)われ、また、自らもよく歌を唄った。上肩たちは、その調子に乗せられて、まるで踊るように荷を運んだのだという。そんなわけで、彼が唄うと仕事がはかどり早く終わったそうだ。あるとき彼にせがんだ。照れくさそうにさわりを歌ってくれた。

或る日、彼は保育所の前の職安広場で突然倒れ亡くなった。脳溢血だった。その日、僕は不在で彼の死に目にあうことが出来なかった。町の多くの人たちで葬儀をした。

後日、奥さんと遺品を整理している時、彼が着ていた作業着が出てきた。その作業着は、何度も当て布して縫い直され、厚く硬く刺し子のようになっていた。両腕に抱えるとずしりと重く上肩の激しい労働を思わせた。奥さんにお願いして使っていた道具とともにお預かりした。一枚の紙切れが出てきた。裁判所からの呼び出し状。そこには、罰金を払えとあった。奥さんに聞くと、路上EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくち),博打)をしているところを逮捕されたとか。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょう),丁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),半)博打が好きでいつもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうかた),丁方)（ふたつのサイコロを振り、その数を足して偶数のこと）しか賭けなかったという。さて、写真が数葉。そのうちの一枚。メーデーの列に彼が一人写っていて、持っているプラカードに「日雇労働者に年金を」と読めた。彼の遺志はまだ実現されていない。

彼の名前は佐藤勘治さん。今は古里の墓地に眠っている。

後日、寿で働く友達数人と彼の古里を訪ねた。弟さんとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いとこ),従兄弟)さんに会い、「勘さん」が村で生活していた頃の話を聞いた。村では、一度言い出したら後引かない頑固者で通っていて、将来は名のある「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうかく),侠客)」になるだろうと言われていたという。そういう人のことをこの土地では「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっ),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷりゅう),風流)」というのだそうである。

弟さんはいくつか思い出話をしてくれた。小さい頃、どこまでも真っ直ぐ歩こうと、畑や川や塀や家の中やらを突っ切り歩き続ける遊びをしたこと。また、奉公に出た姉を慕い五里の山坂を越えて一人訪ねて行ったこと。長じて、さまざまな仕事をしたが、なかなか続かなかったことなど。「上の人とケンカしちまうんだ。」と弟さんは笑いながら話した。

生前、彼は「自分の気に入らない人の下では働かないんだ。」と言っていたことがあった。上肩は、そして日雇は彼の天職だったのだろう。　合掌。

次回は　わたし産むひと、わたし育てるひと

